
貸  借  対  照  表
（２０１７年４月３０日現在）

（単位：円）

資産の部 負債の部
科　目 金額 科　目 金額

流動資産 2,177,306,536 流動負債 307,897,235

現 金 3,590,653 未 払 費 用 174,255,067
普 通 預 金 1,958,602,821 未 払 金 329,076
売 掛 金 255,533,759 前 受 金 2,160,000
未 収 入 金 1,346,823 預 り 金 5,590,955
貯 蔵 品 336,270 仮 受 金 945,039
前 払 費 用 7,705,745 役 員 賞 与 引 当 金 11,500,000
立 替 金 2,906,044 賞 与 引 当 金 43,725,955
貸 倒 引 当 金 △ 52,715,579 未 払 法 人 税 等 46,999,943

未 払 事 業 税 10,158,900
未 払 消 費 税 等 12,232,300

固定負債 202,347,450

役員退職慰労引当金 33,420,000
退 職 給 付 引 当 金 106,287,450

固定資産 1,042,959,523 CS回線設備更新引当金 62,640,000

有形固定資産 5,005,132

建 物 附 属 設 備 1,577,900 510,244,685
機 械 及 び 装 置 126,610,323
工 具 器 具 及 び 備 品 26,679,325 純資産の部
減 価 償 却 累 計 額 △ 149,862,416 株 主 資 本 2,710,021,374

  資   本   金 400,000,000

無形固定資産 22,166,700
  利益剰余金 2,310,021,374

電 話 加 入 権 10,482,600
ソ フ ト ウ ェ ア 11,684,100

利 益 準 備 金 69,810,000

投資その他の資産 1,015,787,691 その他利益剰余金 2,240,211,374
配 当 積 立 金 608,000,000

投 資 有 価 証 券 965,254,360 別 途 積 立 金 878,000,000
差 入 保 証 金 42,890,000 繰越利益剰余金 754,211,374
そ の 他 の 投 資 3,500,001
長 期 前 払 費 用 4,143,330

2,710,021,374

資産合計 3,220,266,059 負債及び純資産合計 3,220,266,059

負 債 合 計

純 資 産 合 計



(単位:円)

売上高 2,764,150,592

事業収入

番組供給収入 1,136,841,490

放送企画事業収入 1,131,851,130

クロスメディア収入 44,440,000

催物収入 90,217,139

受入回線収入 296,527,776

その他収入

業務受託料 44,000,000

その他収入 20,273,057

売上原価 2,003,529,959

番組制作費 891,767,603

ネットワーク費 503,962,418

放送企画事業費 254,936,554

クロスメディア事業費 2,220,000

催物費 78,752,496

CS回線運営費 271,890,888

  売上総利益 760,620,633

販売費及び一般管理費 498,005,418

  営業利益 262,615,215

営業外収益 5,940,615

受取配当金 5,684,060

受取利息 702

貸倒引当金戻入額 204,252

その他営業外収入 51,601

  経常利益 268,555,830

268,555,830

105,012,200

163,543,630

税 引 前 当 期 純 利 益

法人税､住民税及び事業税

当 期 純 利 益

損  益  計  算  書
自  2016年  5月  1日
至  2017年  4月 30日

金  額科  目



 

個別注記表 

 

Ⅰ．重要な会計方針に係る事項 

１．投資の評価基準及び評価方法 

 （１）有価証券  

①満期保有目的の証券        償却原価法によっております。 

     ②その他有価証券・時価のあるもの･･･決算日の市場価格等に基づく時価法によっ

ております。（評価差額は全部純資産直入法

により処理し、売却原価は移動平均法によ

り算出しております。） 

             ・時価のないもの･･･総平均法による原価法によっております。 

２．棚卸資産の評価基準及び評価方法 

 （１）貯蔵品 

   先入先出法による原価法によっております。 

３．固定資産の減価償却の方法 

 （１）有形固定資産（リース資産を除く） 

法人税法に定める定額法によっております。 

なお、法人税法の改正に伴い、平成 19 年 3 月 31 日以前に取得した資産について

は、改正前の法人税法に基づく減価償却の方法の適用により、取得価額の 5%に到

達した事業年度の翌事業年度より、取得価額の 5%と備忘価額との差額を 5 年間に

わたり均等償却し、減価償却費に含めて計上しております。 

   

 

４．引当金の計上基準 

（１）貸倒引当金 

 売上債権等の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率に

基づき、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不

能見込額を計上しております。 

 （２）賞与引当金 

   従業員の賞与の支給に備えるため、支給見込額のうち当期に負担すべき金額を計上

しております。 

 （３）役員退職慰労引当金 

役員退職慰労金の支給に備えるため、内規に基づく期末要支給額を計上しております。 

（４）退職給付引当金 

従業員の退職金支給に備えるため、当事業年度末における自己都合要支給額の 100％

を退職給付債務として計上しております。 



 

（５）役員賞与引当金 

   役員の賞与の支給に備えるため、役員に対する賞与の支給見込額のうち、当事業年

度に負担する額を計上しております。 

５．消費税等の会計処理方法 

消費税等の会計処理は税抜き方式によっております。 

 

Ⅱ．貸借対照表に関する注記 

１．有形固定資産の減価償却累計額の科目ごとの内訳 

   建物附属設備       １，５７７，８９６円 

   機械及び装置     １２２，５８９，４２１円 

   工具器具及び備品    ２５，６９５，０９９円 

     

Ⅲ．株主資本等変動計算書に関する注記 

 １．当事業年度末日における発行済株式の種類及び数 

  普通株式         ８，０００株 

 ２．当事業年度末日における自己株式の種類及び数 

  該当事項はありません 

 ３．剰余金の配当 

  （１）配当金支払額等 

    2016 年 7 月 21 日開催の第 33 期定時株主総会決議による配当に関する事項 

    ・配当金の総額      ２８，０００，０００円 

    ・1 株当たりの配当金        ３，５００円 

    ・基準日       2016 年 4 月 30 日 

    ・効力発生日     2016 年 7 月 22 日 

 ４．当該事業年度末における新株予約権に関する事項 

  該当事項はありません 

 

Ⅳ．１株当たり情報に関する注記 

 １．１株当たり純資産       ３３８，７５２円６７銭 

 ２．１株当たり当期純利益      ２０，４４２円９５銭 

 

Ⅴ．重要な後発事象に関する注記 

 該当事項はありません。 

 


